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新理事長就任のご挨拶 

 
理事長 飯森洋史（飯森クリニック 国際心理社会実存医学研究所） 

今秋、新理事長に選出されました。笠井理事長の任期途中での職務放棄の後、繋ぎの労を執っていただい
た井上前理事長がご指摘されたように、「生まれ変わりのための本格的な始動は、来年度役員の改選以降に」
ということで、今回役員の顔ぶれも一新されました。会員の皆様からも、この学会は一体どうなってしまっ
たのだとの声も聞かれます。今私は，日本を代表する伝統ある本学会の再生と発展のために骨身を惜しまず
に改革を推し進めたいと決意しております。ただ、いざ改革を推進しようとしますとさまざまな困難が見え
てきます。会員の皆様のご理解とご助力を、何卒宜しくお願い申し上げます。 

改革の第一は、「事務局委託先の変更」、第二は、「資格制度の改革」、第三は、「研修制度の見直しと充実」、
第四は、「事例検討会と研究支援の活性化」、第五は、「学会誌発行の正常化と内容の充実」、第六は、「会員
名簿の再発行と財政の健全化」、第七は，「学術大会の充実と参加者の増大」です。どのテーマをみても多く
の困難が予想され，改革のためには並々ならぬ努力が必要だと考えられますが、一つ一つ出来るところから
順に、「なるほど，変わってきているな」と会員の皆様に感じていただけるように頑張りたいと考えていま
す。 

以下に、改革の具体的な内容について列記します。 
①これまでは、事務局委託先と学会執行部との連携がうまく行かず、機動性に欠けていました。可能な限り

早期（予定は 2017 年春）に事務局委託先を変更し、健全な学会運営がなされるように整備いたします。 
②有資格者の多くが学術大会や研修会に参加していないばかりか、実際に催眠を臨床や研究に用いておらず、

資格とは名ばかりになっていました。さらに、催眠技能士から認定催眠士に名称が変わってから、認定証
すら発行されていません。有資格者の現在の動向を調査した上で、今後の学会活動へのコミットの意思確
認を早急に行わなくてはならないと思います。さらに、学会員と学会の双方に利益のある資格制度への改
革を目指します。 

③実働できる指導催眠士の数が少なく、研修会講師が固定化しており、マンネリ化の傾向にありました。ま
た、催眠技能の習熟度の評価を行い、クラス分けを厳密にすることで、実習効果が上がるようにしたいと
思います。臨床や研究との関連づけが弱く、いわゆる研修会催眠になっている現状を克服するために、実
践的な内容としていきたいと思います。毎回行き当たりばったりではなく、数回シリーズでﾞ学習できる
ような計画を立てる，海外から外国人講師を積極的に招聘するなども含めて，年次大会以外にも研修会を
開催したいと考えています。 

④近年、事例検討会がほとんど開催されていません。催眠を用いた臨床実践を活性化させるためには欠かす
ことのできない貴重な研修機会です。是非とも復活させたいと思っています。また、催眠の研究会があっ
てもよいと考えています。多施設同時研究等も催眠の発展には必要です。研究・研究会助成の制度も利用
しやすいように改革していきます。 

⑤学会誌の発行の遅れは目に余ります。どんどん内容が風化していって，はっきり言って白けます。投稿論
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文も非常に少なく、それを補うために学術大会におけるシンポジウムや講演を論文化しようとしても、一
部の怠慢な会員の所為で実現に至りません。このように、従来は学会の活性化を阻害する要因が多過ぎま
した。これらを克服して、3 年の任期の間に正常化します。 

⑥名簿が作られなくなり、会員相互の連絡が取り難くなっています。また、会費の納入率を高め、学会の財
政の健全化を図ったり、会員相互の情報交換が可能なメーリングリストを作ったりすることによって、学
会を活性化します。 

⑦学術大会は学会の華です。魅力的なテーマが会員の参加意欲を高めます。参加者数の減少を主催者側は真
摯に受け止めなくてはならないと思います。また、発表数が少ないことや、発表しようとしても十分な発
表時間が確保されていないことも、参加をためらう要因になっていると思います。発表数は学会誌への投
稿数と比例します。会員の皆様の積極的な学会参加と研究発表を促進します。 

 
以上、課題は山積みではありますが，歴代理事長である池見酉次郎、成瀬悟策、大野清志、斎藤稔正、鶴 

光代、宮田敬一(敬称略)等の各先生と比較して学会への貢献度では引けを取らないように誠心誠意，改革を
推し進める所存です。なお、医師として理事長を拝命したのは、池見酉次郎先生以来と思われますが、日本
催眠「医学」心理学会という名称に免じて、しばらくの間、心療内科医である私に改革のための機会を与え
ていただきたいと思います。疲弊した学会の改革は、私が標榜する全人的医療と似ています。JSH に対して
様々な角度から適切にアプローチして、健康な学会に回復させたいと切に願っております。会員の皆様の温
かいご支援を賜りたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

研修会のご案内 
 

2017 年 8 月 11 日(金・祝）〜14 日（月） 

場所：持田製薬ﾙｰｸﾎｰﾙ (東京・四谷) 

Wendy Lemke M.S. Licensed Psychologist 

http://www.clearwatercounselingservices.com/ 

 

日本催眠医学心理学会（JSH）では、米国において積極的に活躍されている

若手のﾎｰﾌﾟ Wendy Lemke 先生をお招きして初級・中級研修会を上記の日程

で開催することに致しました。 先生は、ﾄﾗｳﾏ と解離、自我状態療法等の専

門家としても知られていますが、今年は、その優れた臨床経験を基にした初

級・中級研修会を開催致します。 皆様の積極的なご参加をお待ちしていま

す。実技練習の際には認定催眠士がﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰとして付きます。通訳付き。学

会ホームページのリンクからお申し込みください。米国においてとても人気

のある先生なので多数の参加申込みが見込まれます。お早目のお申込みをお

薦め致します。 
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催眠医学心理学会第 62 回大会を終え
て  

 
第 62 回大会長 阿部真里子  

（阿部真里子臨床心理ｵﾌｨｽ） 
 

2016 年 10 月 14 日〜16 日に、埼玉県春日部市(か
すかべし)の東部地域ふれあい拠点施設ふれあいｷｭ
ｰﾌﾞにて、第６２回大会が開催されました。皆様の
支援を賜り誠にありがとうございました。「催眠と
臨床現場」というﾃｰﾏのもと、大会を無事に終え、
ほっとしています。昨年の大会の時、「“お・も・て・
な・し”を大事にしたい」とお話ししましたが、い
ざ、始まってみると、様々なことが生じ、気づくと、
あっという間に終わっていました。学会運営に不慣
れな為、至らぬ点も多々ありましたが、ご容赦の程
お願い申し上げます。 

地方都市の私設相談室が大会運営するのはかな
り異例のことです。これまでは、大学や病院などの
大きな組織での運営がほとんどでした。通常は 2 年
を要するといわれる準備期間もわずか 1 年でした。
日常の相談業務を行いつつの大会準備はきつい面
がありました。抄録集を作成・印刷をお願いした印
刷業者の方にも短期間での校正や印刷で、大変ご苦
労をおかけしました。しかし、馬をﾓﾁｰﾌにした美し
いﾃﾞｻﾞｲﾝの表紙には準備委員会一同とても励まさ
れました。 

14 日午後〜15 日午前の技法研修会や、15 日午後
の大会の口頭発表、九州大学名誉教授田嶌誠一先生
の【現実に介入しつつ心に関わる—「体験様式」と
「安全弁」の視点から—】 のご講演で皆様、学ば
れることが多かったのではないでしょうか。 

16 日は私も座長の八巻秀先生（やまき心理臨床
ｵﾌｨｽ）､ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄの黒岩貴先生（麻布ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ）、
川嶋新二先生（大学通り武蔵野催眠ｸﾘﾆｯｸ）と一緒
にｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「さまざまな臨床現場における催眠の活
用」に、続いて、大会長講演「河野良和先生の語る
臨床催眠のｴｯｾﾝｽ」では司会の斯波涼介先生（阿部
真里子臨床心理ｵﾌｨｽ）、服部哲久先生（服部ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
ﾙｰﾑ）と共に登壇し、無我夢中でした。河野良和先
生ご自身にもそばで見守って頂き、大変心強く思い
ました。大会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ終了後の「市民講座」での、
現日本心理臨床学会理事長、元本学会理事長の鶴光
代先生のご講演には予想をはるかに超える１００
名程の大勢の方々が駆けつけ、嬉しく思いました。
「催眠」について、「大変分かり易く、面白い内容
だった」という評判を頂いています。 

本大会では春日部(かすかべ)の「地域振興に役立
ちたい」との強い思いで必要な物品を地元で揃えま
した。3 日間のお弁当は地元の「彩花」さんに、お
茶は市内に何軒か店舗のある「おづつみ園」の社長
さんに特別に用意して頂き、壇上や懇親会のﾃｰﾌﾞﾙ
の花も市内の「花勘」さんに注文しました。また、
春日部市役所で「ｸﾚﾖﾝしんちゃんの絵はがきｾｯﾄ」
を購入し「お土産」としてお配りしました。 

15 日夜の懇親会にはまずﾁｪﾛの演奏で元理事長の
齋藤稔正先生に腕をふるって頂きました。震災支援
ｿﾝｸﾞ「花は咲く」を全員で合唱。飛び入りでの松原
慎先生のｵｶﾘﾅの演奏もありました。ｱｰﾃｨｽﾄの重信亜
衣子さんの美しい歌声を聞き、Spider Tetsu さん
の率いるﾌﾞﾙｰｽﾊﾞﾝﾄﾞには質の高い演奏をして頂き
ました。ｹｰﾀﾘﾝｸﾞの「正直屋」さんの美味しい料理
と共に、今流行りの「獺祭」という日本酒や、各種
の特別なﾜｲﾝ、ｳｲｽｷｰ、焼酎など、お酒に詳しい方に
ご用意をお願いしました。ﾃﾞｻﾞｰﾄには全国的に名を
馳せる春日部名産のｵｰｸｳｯﾄﾞ菓子工房のｹｰｷを供さ
せて頂きました。地元の方々を始め、多くの方々の
温かいご支援のもと、盛会のうちに幕を閉じた第
62 回大会へのご参加、誠にありがとうございまし
た。 
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2016.10.14.〜16. 
日本催眠医学心理学会第 62 回大会 
 

プログラム・抄録集の訂正について（正誤表） 
 
皆様 
 

本学会員、本大会参加者にお配りしたプログラム・抄録集に、下記のように誤りが見つかりましたので、
正誤表をお配り致しますので、訂正をお願い致します。 

 
 

ページ 場所 誤 正 

12 16 日 13：00〜 会長 大会長 
15 口頭発表１−１ —Emortional Balloon Technigue の

活用— 
— Emotional Balloon Technique の
活用— 

15 口頭発表１−１ 宮田 敬一（元大阪大学教授） 削除 
15 口頭発表１−１ 狩野かおり（カウンセラー） 削除 
16 口頭発表２−４ −潜在連合テストの開発にむけた予

備的研究− 
−催眠潜在連合テストの開発にむけ
た予備的研究− 

20 下から２行目 川崎 新二 川嶋 新二 
28 副題 — Emortional Balloon Technigue の

活用— 
— Emotional Balloon Technique の
活用— 

28 連名発表者 宮田 敬一（元大阪大学教授） 削除 
28 連名発表者 狩野かおり（カウンセラー） 削除 

 
 
 
＜抄録論文要旨 ヘッダー部の誤りについて＞ 
誤って草稿時のヘッダーを印刷に適用してしまいました。 
各ページのヘッダーを、以下のように訂正してください。 
 
ページ 内容 正しいヘッダー 

18・19 特別講演 10 月 15 日（土） 16：00 〜 18：00 ホールＡ 
20〜23 シンポジウム 10 月 16 日（日）  9：30 〜 12：00 ホールＡ 
24〜26 大会長講演 10 月 16 日（日） 13：00 〜 14：00 ホールＡ 
28〜31 口頭発表Ⅰ 10 月 15 日（土） 13：05 〜 14：40 ホールＡ 
32〜35 口頭発表Ⅱ 10 月 15 日（土） 13：05 〜 14：40 ホールＣ 
38・39 市民講座 10 月 16 日（日） 14：30 〜 16：00 ホールＡ 
 
この正誤表は、プログラム・抄録集とともに保管してください。 
お手数をおかけして申し訳ありません。 

以上 
 

日本催眠医学心理学会第 62 回大会 
大会長  阿部 真里子 
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日本催眠医学心理学会第 62 回大会に
参加して  

越 拓野  
（立命館大学大学院 文学研究科） 

 
日本催眠医学心理学会第 62 回大会に参加する為

に、埼玉県春日部市を初めて訪れました。どこか懐
かしい雰囲気の漂う駅前に降りたら、2 年ぶりの学
会参加の為に緊張していた私も、ｽっと力が抜けて
楽になりました。 

私は、催眠技法研修会中級ｺｰｽを受講するために、
金曜日午後から参加しました。初日は、鶴光代先生
が実習を中心に進めて下さいました。催眠下におけ
る無意識的活動を体験する為に、両手の接近の観念
運動を始めとして、基本的に二人一組で実習を行い
ました。第 2 ｾｯｼｮﾝでは、松原慎先生のﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮ
ﾝを拝見し、ｸﾗｲｴﾝﾄのﾘｿｰｽをどのように活用してい
くのかについてのﾎﾟｲﾝﾄを、直接見ることでより深
く理解することができました。二日目の午前は、松
木繁先生が臨床場面における観察の重要性につい
てご講義下さり、その後、実際に観察をしながらの
言葉がけを実習しました。観察しつつ、適切な言葉
をﾀｲﾐﾝｸﾞよくかけることがいかに困難なことであ
るかを実感しました。更に、ある臨床事例に関して、
可能な対応についての意見交換をしました。私が持
つことのなかった視点からの意見が多く発表され
視野が広がり、ためになる時間でした。催眠に関す
るﾃｷｽﾄを読むだけでは理解することのできないこ
とや、このような技法研修会でない限り学ぶことの
できないことを体験できた、大変有意義な二日間で
した。 

二日目の午後に、私は口頭発表を行いました。私
の発表を多くの方が真剣に聞いて下さり、更に貴重
なご意見やご感想を頂くことが出来ました。今後の
研究を進める上でのﾋﾝﾄを頂き、更に個人的な研究
へのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝも向上しました。 

田嶌誠一先生の特別講演は、学校現場での教育に
関心を抱く私にとって、講演者ご自身の体験から生
まれた生きた言葉を聞く貴重な時間となりました。
独特のﾕｰﾓｱを交えたお話もあり、楽しい時間が過ご
せました。 

その後、懇親会が催されました。会場に入ると、
まずﾋﾟｱﾉと大きなｽﾋﾟｰｶｰが目に飛び込んできまし
た。本格的なﾊﾟｰﾃｨ会場のようだと驚き、同時に「こ
れから何が始まるのだろう？」と期待に胸が膨らみ
ました。新理事長の飯森洋史先生のご挨拶のあと、
ﾋﾟｱﾉの弾き語りが始まりました。続いて、元理事長
の斎藤稔正先生のﾁｪﾛの演奏や、松原慎先生のｵｶﾘﾅ

の演奏もあり、どちらも素敵でした。後半には、ﾌﾞ
ﾙｰｽﾊﾞﾝﾄﾞのﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽでﾗｲﾌﾞﾊｳｽにいるかのような感
覚になりました。今大会会長の阿部真理子先生を始
め大会ｽﾀｯﾌの皆様、更に演奏者の方々が、参加者に
楽しんでもらえることを第一に考え、今大会に至る
までいかに力を入れて準備を進められてこられた
のかということが、感動とともに伝わってくる懇親
会でした。 

最後に、今大会を通じて、ご指導下さった諸先生
方および大会関係者の方々に心より感謝と御礼を
申し上げます。 

 
催眠技法研修会（中級ｺｰｽ）に参加して  

 
佐藤隆夫  

（新潟市立太田小学校（教頭）） 
 

１０月１４日、１５日の２日間、昨年に引き続き、
催眠医学心理学会の技法研修会に参加させて頂き
ました。昨年は初級ｺｰｽ、今年は中級ｺｰｽを受講させ
て頂きました。 

私は、小学校の一教員です。従って現場では、臨
床催眠は実践することはできません。ただ、教育分
野でも教育催眠として行えるものはあります。私と
催眠との出会いは、約 20 年前、新潟市の教育相談
ｾﾝﾀｰの勤務がきっかけでした。そこで故宮田敬一先
生と出会い、臨床催眠の指導を受けました。当時の
宮田先生は、ﾐﾙﾄﾝｴﾘｸｿﾝを中心に家族療法からﾌﾞﾘｰﾌ
ｾﾗﾋﾟｰへとその幅を広げていた時期でした。私が催
眠にのめり込んだのは、宮田先生の指導を受けなが
ら、中学生の夜尿症の治療を行ってからです。催眠
導入にﾘﾗｸｾｰｼｮﾝを活用し、創作昔話をﾒﾀﾌｧｰとして
聞かせることで夜尿の改善を図りました。数回のｾｯ
ｼｮﾝで夜尿の回数が激減した事例でした。その後、
乗り物恐怖の女子高校生の事例なども扱いました
が、上手くいきませんでした。その頃がちょうど催
眠が面白くなってきた時期でもありました。しかし、
残念ながら催眠への想いを残したまま現場復帰と
なってしまいました。退職を前にもう一度催眠を学
びたくなり、初級に続いて中級ｺｰｽを受講させて頂
きました。催眠を行っていた当時は、催眠に誘導す
ることが面白く、ただ闇雲に行っていた感がありま
す。今考えると、非常に怖いことをしていたと反省
しています。 

今回の中級研修会では、鶴光代先生、松木繁先生
のお二人からご指導を受けました。鶴先生からは、
集団催眠やﾍﾟｱによる催眠体験実習を通して誘導技
法の指導を受けました。この実習を通し、催眠はｺﾐ
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ｭﾆｹｰｼｮﾝであるということが改めてよく分かりまし
た。自分の催眠体験が誘導に生かされ、ﾉﾝﾊﾞｰﾊﾞﾙを
含めた相互のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝによって催眠が進行してい
く。当たり前のことなのでしょうが、私にはとても
新鮮なことのように思えました。 

松木先生からは、催眠の心理臨床適用に当たって
の見立て計画・配慮等、実習を交えながら実際の臨
床催眠の方法の指導を受けました。ｸﾗｲｴﾝﾄに対し、
何の為に、何故、催眠を導入するのか、しっかりし
た見立てを基に治療計画を立てる必要がある。まず、
催眠を適用する意味を確立しておくことが臨床催
眠の基礎となる。松木先生の話を聴き、以前の自分

を反省した次第です。実習の中で教えて頂いた河野
式自律訓練法は、簡便なとても良い方法でこれから
も活用していこうと思っています。また、温感（弛
緩感）を使った全身ﾎﾞﾃﾞｨﾁｪｯｸの相互実習では、ｸﾗｲ
ｴﾝﾄが体感していることのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸが難しく苦労
しました。私にとってこの中級研修は、沢山の得る
ものがあった、とても有意義な研修会となりました。
退職後は、相談機関等で催眠臨床を行いたいと考え
ています。その為にも今後も研鑽を積んでいくこと
が必要です。お二人の先生並びにお世話になった先
生方に感謝申し上げます。 
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2016(平成 28)年度 役員選挙結果 
<任期：2016(平成 28)年度総会終了時〜2019(平成 31)年度総会終了時> 

 
１．理事・監事選挙 
 
（１）開票 
日時：2016 年 7 月 16 日(土) 9:30 − 12:30 
場所：立正大学品川キャンパス２号館 8 階 804 
事務局：田村英恵 
立会理事：井上忠典、長谷川明弘 
 
到着封書数：96 通 
 有効：79 通 無効：17 通 

(期間外 16、内封筒未使用１) 
理事投票総数：79 通＊3 票＝237 票   
 有効：230 票 無効：3 票 白票：4 票 
監事投票総数 79 通＊１票＝79 票    
 有効：68 票  無効：0 票 白票：11 票 
 
（２）理事選挙結果 
 福井 義一 17 票 
 飯森 洋史 13 票 
 長谷川明弘 13 票 
 松木  繁 13 票 
 井上 忠典 12 票 
 大谷 洋一 12 票 
 小泉 晋一 11 票 
 鈴木 義也 11 票 
 千葉 健司 11 票 
 斎藤 稔正 9 票 
 鶴  光代 9 票 
 松原  慎 9 票 
 笠井  仁 8 票 
 福原 浩之 8 票 
 加納 友子 7 票(抽選) 

次点 1 森山 敏文 7 票(抽選) 
次点 2 阿部真里子 7 票(抽選) 

 
（３）監事選挙結果 
 窪田 文子 16 票 
 鈴木 常元 4 票(抽選) 

次点 仁木 啓介 4 票(抽選) 

 
２．理事長選挙 
 
（１）開票 
日時：2016 年８月 28 日(日) 13:30 − 15:30 
場所：立正大学品川キャンパス２号館 9 階 901 
事務局：田村英恵 
立会理事：井上忠典、長谷川明弘 
到着封書数：15 通 
 有効：15 通 無効：0 通 
投票総数：15 通＊1 票＝15 票   
 有効：15 票 無効：0 票 白票：0 票 
     
（２）理事長選挙結果 
 飯森 洋史 10 票 

次点 井上 忠典 5 票 
 
 
３．常任理事選挙 
 
（１）開票 
日時：2016 年９月 24 日(土) 10:30 − 11:30 
場所：立正大学品川キャンパス２号館 8 階 804 
事務局：田村英恵 
立会理事：井上忠典、長谷川明弘 
到着封書数：15 通 
 有効：15 通 無効：0 通 
投票総数：15 通＊3 票＝45 票 
 有効：45 票 無効：0 票 白票：0 票 
 
（２）常任理事選挙結果 
 小泉 晋一 6 票 
 鈴木 義也 6 票 
 長谷川明弘 6 票 
 福井 義一 6 票 
 松木  繁 6 票 
 松原  慎 5 票(抽選) 

次点 井上 忠典 5 票(抽選)
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〈お 知 ら せ〉 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

 

事務局を毎日学術フォーラムから国際文献社に移転する手続きを進めております。移転が完了致

しましたらホームページ等でお知らせ致します。手続きが完了するまでの間，ご迷惑をおかけす

る可能性もありますが，何卒ご理解をお願い申し上げます。 

 

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  
 
 

研修会の開催にあたって 

 
2016 年秋に新理事長に選出されましたがその際の私の決意表明として、「日本を代表する伝統

ある本学会の再生と発展のために骨身を惜しまずに改革を推し進めたいと決意しております。」と
書きました。 

そして更に、「研修制度の見直しと充実」の項目では、実働できる指導催眠士の数が少なく、研
修会講師が固定化しており、マンネリ化の傾向にありました。また、催眠技能の習熟度の評価を
行い、クラス分けを厳密にすることで、実習効果が上がるようにしたいと思います。臨床や研究
との関連づけが弱く、いわゆる研修会催眠になっている現状を克服するために、実践的な内容と
していきたいと思います。毎回行き当たりばったりではなく、数回シリーズでﾞ学習できるような
計画を立てる、海外から外国人講師を積極的に招聘するなども含めて、年次大会以外にも研修会
を開催したいと考えています。と述べました。 

以上の流れで、非常にﾀｲﾄな日程の中で、今回研修会が企画されました。 
何卒、多くの臨床家にご来場頂き、本研修会を盛り立てて頂きます様、宜しくお願い申し上げ

ます。 
日本催眠医学心理学会 理事長      飯森洋史 
日本催眠医学心理学会 企画・教育委員長 小泉晋一 

 
 
 

 編集後期  
この度、広報委員となりニューズレター発行の仕事に関わりました。早々に原稿を頂き、年明けに発行を

予定していたにもかかわらず、不慣れなため発行が大幅に遅れましたことをここでお詫び申し上げます。ニ
ューズレター発行には、多くの方々のご協力があって初めてできるということを実感致しました。原稿をお
寄せ下さった先生方に御礼申し上げます。 

（編集：千葉健司） 
 

訂正とお詫び：前回のﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰについて、常任理事会の内容を編集後記に書いてしまったことは不適切であ
る。資格認定委員会からの報告で試験委員の名前を NL に明記したのは不適切であるとの指摘が第２回常任
理事会でありました。以後、ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰの適正化に努めたいと思います(飯森)。 

 

 


